
鏡石町立第一小学校
待ちに待った新校舎！

はーい!!

震災により被害を受け、仮設校舎で授業をしていた
鏡石町立第一小学校でしたが、校舎の改築が完成し２
月 10日㈪から新校舎での勉強が始まりました。
子どもたちは、新校舎での授業が始まり、いきいき
とした表情で勉強に励んでいます。（関連特集Ｐ２～５）
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東日本大震災により使用が出
来なくなった旧校舎に代わり平成
23 年８月から平成 26 年２月ま
で約２年半お世話になりました。
仮設校舎への引っ越しは、全保護
者の力を借りて、机や椅子、学用
品などを運んでもらいました。

仮設校舎や旧校舎は
寒かったのですが、新校
舎はとても暖かくて快
適です。窓がいっぱい
あって陽当たりが良く

て明るい校舎になりました。廊下が広いところも気
に入っています。
卒業まであと少しですが、作ってくれた人たちに
感謝して大事に使いたいです。そして、卒業してか
らも遊びに来たいと思います。

素晴らしい校舎であ
りがたいです。教室は防
音がしっかりしており、
多目的スペースやデッキ
スペースなど開放感が
あって落ち着きますね。
子ども達には震災から新校舎に引っ越すまで、た
くさんの人のお世話になったことを忘れずに勉強や
色々な活動を頑張ってほしいです。そして今回の経
験を活かして困っている人に手を差し伸べることが
できるようになってください。

新校舎は、木がたく
さん使われていて優し
い感じで、暖房も整備さ
れていてとても暖かい
です。エレベータもあっ

て、足の不自由な人も使えて便利な学校だと思いま
す。学校が広いのは嬉しいけど掃除が大変です。
卒業前にこの校舎に入ることができて良かったで
す。在校生には、この校舎を大切に使ってもらいた
いと思います。

震災から約３年。資
材や人材が不足する中、
予定通り新校舎が完成
し、子どもたちの喜んで
いる姿を見ることがで
きてうれしいです。新校
舎は部屋数や収納が多く、明るい感じでいいですね。
みんなで引っ越し作業をしたことは貴重な経験で
す。仮設校舎の生活など苦労もあったと思いますが、
みんなで活動することを大切にこれからも親子で一
緒に頑張りましょう。

面川祐希奈さん
（６年２組）

石山　晃司
校長先生

遊佐　知樹 君
（６年２組）

高野　弘幸
ＰＴＡ会長

昭和 44年の校舎完成以来、東
日本大震災により使用できなく
なるまでの 42年間使用されてき
ました。なお、旧校舎が使用で
きなくなり、仮設校舎が完成す
るまでは、鏡石二小と構造改善
センターで授業が行われました。

明治７年の小学校創立から、
昭和 28年度、昭和 34年度の増
改築を経て、昭和 43年度の老朽
校舎の改築まで使用されました。
昭和35年度には児童数1237人
が学校生活を過ごすなど現在の
２倍近くの生徒が通いました。

建設から 40年余りが経過し、老朽化が進み、耐震強度も不足してい
た旧校舎は、東日本大震災で全壊という大きな被害を受けて改築するこ
ととなりました。
災害に強い学校として、改築にあたっては「災害に強い学校」をコン
セプトに鉄筋コンクリート２階建て、避難所機能の強化として耐震性能
が 1.25 倍、太陽光システムにより災害初期対応可能な施設としました。
ここでは、震災復興のシンボルである鏡石一小新校舎について紹介し
ます。

鏡石町立第一小学校
 ・児童数　604人（H26.2.28 現在）
・敷地面積　25,121.16㎡
・建築面積
　　　１階　 3,349.53㎡
　　　２階　 2,896.91㎡
　　　合計　 6,246.44㎡
・住所　鏡石町中央１番地

（☎62‒2006）

～鏡石町立第一小学校～

東日本大震災を教訓に
町の重要防災拠点となる災害に強い新校舎が完成。

鏡石町立第一小学校の歴史

新 校 舎 完 成 で 一 言

創立当初の校舎旧　校　舎仮 設 校 舎
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▲名残惜しそうに引っ越しをする児童 ▲お世話になった仮設校舎にお礼の言葉

開放感がありながらも防犯対策に配慮された１階
　児童が登校する昇降口は、吹き抜けとなっており
広々とした空間から一日が始まります。木材がふん
だんに使用された校舎は、温もりのある造りとなっ
ています。
　不審者にも対応できるように入口に設置された
職員室や校長室と全長約 120 メートルの廊下を通
り教室へ向かい児童の授業が始まります。
　また、１階には地域の方も使用可能な交流室「あ
やめホール」やＰＴＡ室など児童以外の施設が整
備されています。

専門教科の勉強などで学ぶ意欲を引き出す２階
４年生～６年生は、階段を通り２階での勉強に
励みます。デッキテラスやルーフガーデンが設置
され、屋外での授業も行うことができます。
１階と２階に設置されている廊下の多目的ス
ペースでは、休み時間になると他のクラスの児童
との交流などに使用できます。
また、完全防音の音楽室やパソコン室、理科室
などが設置されており、児童が専門的に学ぶ環境
が整っています。

☆安全・安心７つのコンセプト
「災害に強い学校、町の重要防災拠点づくり」

１　「安全・安心」な学校
⑴　建物の低層化（２階建て）を図り、地震の揺
れに対して子どもたちや職員の恐怖心と物品の
落下等を極力抑えるよう配慮するとともに、最
も堅牢な鉄筋コンクリート造とする。

⑵　建物の低層化により、上下階の動線を短くし、
地上への避難が容易な建物とする。
万が一の火災や不審者侵入時に対応した二方
向への避難が可能な校舎とする。

⑶　子どもたちの登下校状況が確認できる昇降口
や来客用玄関、グラウンドが見渡せる位置に職
員室や校長室の管理部門を配置する。
不審者に対しての目配りなどの防犯対策にも
対応できるよう配慮する。

２　日照条件の良好な校舎配置
⑴　校舎は可能な限り南向きとし、一般教室は特
に日当たりの良い位置に配置する。

⑵　敷地内の子どもたちのアプローチ部分につい
ては、冬季積雪時の凍結を防止するため、建物
による日影を作らないよう配慮する。

３　エコスクールの導入
⑴　学校での使用電力に応じた太陽光発電システ
ムを導入し、ＣＯ２削減量や天候による発電量
の変化などを学習できるように配慮するととも
に、環境意識への啓発や向上につなげる。

⑵　省エネルギー型（建物の高断熱）、木材利用型
（地場産木材の多用）、自然共生型（敷地の緑化、
ビオトープ）の校舎づくりに配慮する。

①「安全・安心」な学校
②日照条件の良好な校舎配置
③エコスクールの導入
④自然素材を活用した内装
⑤機能性・快適性を兼ね備えた環境にやさしい建築
⑥緊急時の避難所機能を備える
⑦周辺地域へ配慮した校舎

さよなら仮設校舎
約２年半お世話になった仮設校舎から
２月７日に全校児童で、８日に保護者ら
で引っ越し作業を行いました。

昇 降 口

多目的スペース

職 員 室

音 楽 室

調 理 室

図 書 室

保 健 室

パソコン教室

あやめホール

ルーフガーデン

２階

１階

今後のスケジュール
仮設校舎の解体は４月
末終了予定、「児童ふれあ
い交流施設（P12 参照）」
は９月完成予定です。な
お、グラウンドが９月完
成予定となっており、平
成 26年度の運動会は、グ
ラウンド完成後の秋に開
催予定です。

４　自然素材を活用した内装
⑴　福島県産の木材、珪藻土等の温かみのある自
然素材を使用しシックスクールに配慮する。

⑵　自然素材に囲まれた教室で学習することで、
子どもたちの心理面や情緒面での安定につな
げる。

５　機能性・快適性を兼ね備えた環境にやさしい建築
⑴　外断熱と断熱サッシを採用し、熱付加の低減
を図り、省エネルギーと温度差の少ない快適な
温熱環境を実現する。

⑵　トイレは、照明の消し忘れ防止のため人感セ
ンサー式の照明器具を採用する。

⑶　天候や窓側と廊下側で照度の違いが発生する
ため照度センサー式の照明器具を設置し、安定
照度の確保と明るい日の消費電力の低減を図る。

６　緊急時の避難所機能を備える
⑴　地震等災害に強い学校として、耐震安全性の
重要度係数を１．２５倍として、さらなる安全性
を図る。

⑵　停電が発生した場合、太陽光発電システム（自
立運転機能）で初期災害対応を可能とする。

⑶　災害等により断水が発生した場合、雨水貯留
槽の設置により、雑用水としてトイレの洗浄な
どに使用可能とする。

７　周辺地域へ配慮した校舎
⑴　建物の低層化により、隣接地への圧迫感や日
影を少なくする。

⑵　周辺環境に配慮した調和のとれたデザイン・
色彩を採用する。
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住民異動の届出 はお早めに
春は引っ越しの季節

春
は
入
学
・
就
職
や
転
勤
に
よ

る
住
民
異
動
が
多
く
な
る
季
節
で

す
。
今
月
は
、
住
所
を
変
更
し
た

と
き
な
ど
の
手
続
き
に
つ
い
て
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

転
入
や
転
出
に
よ
り
住
所
が
変

わ
っ
た
場
合
に
は
、
税
務
町
民
課

で
住
民
異
動
届
が
必
要
に
な
り
ま

す
。（
表
１
）

な
お
、
届
出
の
際
に
は
本
人
確

認
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
運
転
免

許
証
な
ど
顔
写
真
付
の
身
分
証
明

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
は
、
転
入
転
出
の
手
続
き

の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
届
出
は
異
動
者
本
人
も

し
く
は
同
一
世
帯
の
方
が
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
方
が
代
理

人
と
し
て
届
け
出
る
場
合
は
委
任

状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

例
年
３
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬

ま
で
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。
そ

こ
で
少
し
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
手
続

き
が
で
き
る
コ
ツ
を
お
知
ら
せ
し

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
農
業
、自
営
業
、

学
生
な
ど
の
方
及
び
勤
務
し
て
い

て
も
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
将
来
、
年

金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
原
則

25
年
以
上
の
年
金
加
入
期
間
（
保

険
料
を
納
め
た
期
間
＋
免
除
を
受

け
た
期
間
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
を
行
わ
な
い
で
い

る
と
、
加
入
期
間
が
満
た
な
く
な

り
、
年
金
が
受
給
で
き
な
い
こ
と

と
な
り
ま
す
。

会
社
を
退
職
し
た
人
や
配
偶
者

の
扶
養
か
ら
抜
け
た
方
は
、
必
ず

町
役
場
に
健
康
保
険
資
格
喪
失
証

明
書
や
離
職
票
等
を
持
参
し
、
国

民
年
金
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
て

も
、
経
済
的
な
事
情
で
納
付
が
困

難
な
方
の
た
め
に
、
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す
。
退
職
に
よ
る
免
除
申

ま
す
。

○
混
ん
で
い
る
時
間
を
避
け
る

・
月
曜
日
や
連
休
明
け

・
10
時
〜
12
時

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
皆
さ
ん

の
来
や
す
い
時
間
帯
は
混
雑
し
ま

す
。
も
し
都
合
が
合
え
ば
、
こ
れ

ら
の
時
間
を
避
け
た
方
が
ス
ム
ー

ズ
に
手
続
き
出
来
ま
す
。

○
手
続
き
に
つ
い
て
事
前
に
確
認

・
必
要
な
書
類

・
手
続
き
で
き
る
人

・
届
出
の
期
間　

な
ど

手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
、
個

人
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
事
前
に

お
電
話
で
確
認
し
て
い
た
だ
け
る

と
、
窓
口
で
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き

で
き
ま
す
。

各手続きの問い合わせ窓口
●住民異動、印鑑登録、国民健康保険、年金
のこと
　　税務町民課　☎６２–２１１２
●児童手当、児童扶養手当などのこと
　　健康福祉課　☎６２–２１１５
●上下水道のこと
　　上下水道課　☎６２–２３４８、２１１９

表２　国保の届出一覧
こんなとき 持参するもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

他の市町村から転入してきたとき 他の市区町村の転出証明書
職場の健康保険をやめたとき 健康保険をやめた証明書
職場の健康保険の被扶養者からはず
れたとき 被扶養喪失証明書など

生活保護を受けなくなったとき 印鑑

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市町村に転出するとき 保険証
職場の健康保険に加入したとき 国保と職場の健康保険の

両方の保険証職場の健康保険の被扶養者になった
とき
被保険者が死亡したとき 保険証、通帳、印鑑
生活保護を受けるようになったとき 保険証

そ
の
他
の
異
動

退職者医療制度の対象となったとき 保険証、年金証書、印鑑
鏡石町内で住所が変わったとき

保険証世帯主や氏名が変わったとき
世帯が分かれたり、一緒になったり
したとき
修学のため、別に住所を定めるとき 保険証、在学証明書、印鑑
保険証をなくしたとき、汚れて使え
なくなったとき 印鑑

※手続きの際、本人確認が必要となりますので、運転免許証など身
分証明書をご持参ください

表１　住民異動届一覧

届出事項 どんなときに（届出事由）
いつ

（届出期間）
だれが
（届出人）

届出に必要なもの
（添付書類など）

転入届
町外から鏡石
町に住所を移
したとき

住み始めてか
ら14日以内

本人、同じ世
帯の方または
代理人（※）

①前住所地の
市区町村が
発行した転
出証明書

②身分証明書
 （写真付）
③印鑑

転出届
鏡石町から町
外に住所を移
すとき

新住所に移る
前に

①国民健康保
険証（加入
者のみ）

②身分証明書
 （写真付）
③印鑑

転居届
鏡石町内で住
所が変わった
とき

住み始めてか
ら14日以内

①国民健康保
険証（加入
者のみ）

②身分証明書
 （写真付）
③印鑑

※代理人の場合は委任状が必要です。

【児童手当・児童扶養手当等】
児童手当を受給している方が、他の市町村に住所
を移すと本町での受給資格はなくなります。受給者
の方は、本町から児童手当用所得証明書の交付を受
け、転出した日から 15日以内に転入された市町村
で新たに手続きをしてください。
また、児童扶養手当・特別児童扶養手当・ひとり
親家庭医療費助成を受けている方が転居や転出をし
たときには、変更後 14日以内に、受給者証を持っ
て健康福祉課で手続きをしてください。
また、転出される方で、引き続き他の市町村で
受給される方は、税務町
民課で発行する所得証明
書を持って新しい市町村
で手続きが必要となりま
す。

【国民健康保険】
●就職・退職したら国保の手続きを
職場の健康保険を加入、脱退した場合には、それぞれ届
出が必要になります。（表２）会社での手続きしたあとに、
国保の手続きをしなければなりません。
なお、国保に加入する場合は、職場の健康保険をやめた
証明書（資格喪失証明書など）を、国保を脱退する場合は、
職場の健康保険証と国民健康保険証の両方を税務町民課へ
お持ちください。

【上下水道の届け出】
引っ越しで、水道使用を開始したい、停止したい場合や、
長期間留守にするために水道をご使用にならない場合は、
５日前までに上下水道課にご連絡ください。
また、井戸水を使い、下水道に接続している方で、使用
人数に変更があった場合には、上下水道課で手続きをして
ください。

住
所
が
変
わ
っ
た
ら

住
民
異
動
届
を

届
出
は
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て

こちらの手続きもお忘れなく

請
の
手
続
き
を
行
う
場
合
は
、
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
要
件
は

原
則
65
歳
以
上
で
す
。

加
入
期
間
が
国
民
年
金
と
厚
生

年
金
合
わ
せ
て
25
年
以
上
（
納
付

期
間
＋
免
除
期
間
）
以
上
の
要
件

を
満
た
し
た
方
で
請
求
を
す
る
場

合
は
、
必
要
書
類
を
添
付
し
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
年
金
加

入
期
間
が
国
民
年
金
の
み
の
方
は

町
役
場
で
の
請
求
が
可
能
で
す
。

厚
生
年
金
加
入
期
間
の
あ
る
方

は
、
年
金
事
務
所
で
請
求
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

必
要
書
類
は
各
人
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
事
前
に
年
金
事
務
所

へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
町
民
課

　
☎
６
２
–
２
１
１
２

　
郡
山
年
金
事
務
所

　
☎
０
２
４
–
９
３
２
–
３
４
３
４

会
社
を
退
職
し
た
人
は
国
民

年
金
加
入
の
手
続
き
を
！

国
民
年
金
を
受
給
す
る
に
は
？

国
民
年
金
だ
よ
り



KAGAMIISHI 8KAGAMIISHI9 休日夜間急病診療所 日曜日や祝日や夜間などに病気になったときは、休日夜間急病診療所（須賀川市保健センター☎76–2980）へ。 つどいの広場は 月・水・金曜日の午前 10時から午後 4時まで町保健センターで開いています。

▲吹き溜まりとなって車両の通行に支障も ▲除雪車が通った後は人力により除雪作業

▲イチゴの専用ハウスも大きな被害 ▲雪にはまってしまった車も多数

▲大雪により倒木寸前の木

降り積もった雪で通行できなくなった車両

▲除雪車は大きい道路から懸命に除雪中大雪による被害
●人的被害　重傷　１件（除雪中脚立より
転落し骨折）

●農業被害　農業用パイプハウス（イチゴ
用）、ビニールハウス倒壊　約50棟

●通行止め　町道堀米線（除雪作業のた
め）、町道鏡田・仁井田線（仁井田八幡神
社の倒木のため）

大雪警報等
●大雪警報
２月 8日㈯　16：39発令
２月 9日㈰　 9：33解除
２月15日㈯　 6：48発令～17：12解除
●暴風雪警報
２月15日㈯　20：47発令
２月16日㈰　10：54解除
●暴風警報
２月16日㈰　10：54発令～17：16解除

東日本大震災記録誌作成中
震災での出来事を忘れず教訓にし、
町の将来へつなげるために当時の状
況や復旧・復興に向けた取り組みな
どを振り返った記録誌を現在作成中
です。記録誌は、全世帯配布予定で
すので、町民のみなさんの記憶が風
化しないよう役立てばと思います。

東日本大震災による被害状況
（平成26年 2月 28日現在）

発 生 日 平成 23年 3月 11日㈮
14時 46分

震 源
太平洋三陸沖宮城県牡鹿半島
の東南東 130km 付近（北
緯 38.1 度、東経 143.9 度）、
深さ 24kmの海底

規 模 マグニチュード 9.0
最 大
震 度

震度 7　宮城県栗原市
（鏡石町は震度 6強）

人 的
被 害

死者（関連死） 2人
行方不明者 0人
重 傷 者 0人
軽 傷 者 2人

住 家
被 害

全 壊 172棟
半 壊 768棟
一 部 損 壊 1666棟

非 住 家
被 害

公 共 建 物 37棟
そ の 他 470棟

２月８日㈯、９日㈰の大雪に加え、２
月 15日㈯、16 日㈰に降り続いた大雪（積
雪約50㎝）で町内は大混乱となりました。
全国的に大雪の被害は大きいものとな
りましたが、町内では特に収穫時期を迎
えた町特産のイチゴなどの農作物や農業
生産施設で大きな被害を受けました。

記録的大雪となった町内 !!

福
島
県
と
県
立
医
科
大
学
で

は
、
震
災
後
4
か
月
間
の
外
部
被

ば
く
線
量
を
推
計
す
る
基
本
調
査

に
つ
い
て
、
よ
り
記
入
・
回
答
し

や
す
い
問
診
票
の
『
簡
易
版
』
を

作
成
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
簡
易
版
は
、
避
難
な
ど
の

移
動
回
数
の
少
な
い
方
が
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

簡
易
版
で
回
答
で
き
る
か
ど
う

か
を
お
調
べ
い
た
し
ま
す
の
で
、

基
本
調
査
問
診
票
の
回
答
が
お
済

み
で
な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
願

い
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
か
ら
早
３
年
。
町
で
も
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
鏡
石
町
立

第
一
小
学
校
も
完
成
し
、
町
内
の

復
旧
作
業
は
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。

県
民
健
康
管
理
調
査

基
本
調
査
問
診
票
『
簡
易
版
』

な
お
、
こ
の
簡
易
版
は
町
健
康

福
祉
課
に
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。

基
本
調
査
の
結
果
は
、
福
島
県

か
ら
お
一
人
お
一
人
に
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
将
来
の

健
康
管
理
の
た
め
に
、
是
非
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
立
医
科
大
学

放
射
線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
４
–
５
４
９
–
５
１
３
０

（
土
日
祝
日
を
除
く
9
時
〜
17
時
）

あ
れ
か
ら
３
年

あ
れ
か
ら
３
年

あ
れ
か
ら
３
年

〜
東
日
本
大
震
災
を
忘
れ
な
い
〜

平
成
23
年
３
月

平
成
24
年
２
月

平
成
26
年
２
月



KAGAMIISHI 10KAGAMIISHI11 総合相談室 火曜日から金曜日の午前９時から午後４時まで町総合相談室で相談を受け付けています。 水道メーター検針 ３月13日㈭から17日㈪まで、２～３月分の水道メーター検針を実施します。

ま ち の 話 題 フォトアルバムフォトアルバム

▲児童を代表して校旗を受け取る松崎史香さん（右）

▲表彰されたことを遠藤町長（左）へ報告する小貫さん（右）

▲昨年に続き今年も町の特産品は大盛況▲「牧場のしずく」のサンプル配布は大好評

▲スクリーンを使って発表する生徒

▲忠霊塔を前に焼香する遺族会のみなさん

▲福島復興だるまをデザイン
した菊地清さん

▲「笑福」が特徴のこのだ
るまは、「ふくしまふっこ
う」のひらがな７文字（「ふ」
は一文字）が目鼻を構成し
ています

▲遠藤町長から代表して委嘱状を受ける国土交通省東北地
方整備局福島河川国道事務所郡山出張所の坂本悟所長（左）

２月19日㈬鏡石町立第一小学校体育館で、兵庫県の宝塚
中ロータリークラブ（大西利哉会長）と須賀川南ロータリー
クラブ（内藤健二会長）から、同小学校へ校旗、オルガン９台、
国語辞典510冊が贈呈されました。今回は、東日本大震災
によって大きな被害を受けた同小学校の速やかな復興を祈念
し、全国から寄せられた基金を含めて贈呈されたものです。
当日は６年生を送る会と併せての贈呈式ということもあ
り、全校生徒で両ロータリークラブへ感謝を示しました。

小貫良巳さんが法務大臣表彰（更生保護事業功労者）を
受け、１月 31日㈮に町長へ報告に訪れました。
今回の小貫さんの表彰は、長年にわたり保護司として活
躍し、犯罪や非行をしてしまった方の立ち直りを支援して
きたことが認められたものです。
報告に訪れた小貫さんは「表彰されたのはみなさんの協力
のおかげです。この表彰に恥じないように青少年の健全育成
のために今後も活動していきたい」と話されていました。

県立岩瀬農業高校（横山道夫校長）は、２月 14日㈮に町
図書館で第 10回農業課題研究発表会を開催しました。
発表会には、町民や鏡石中生徒などが参加し聴講する中、
１月に同校で開催された研究発表会で最優秀賞、優秀賞と
なった６チームが研究した成果を発表しました。
テーマの中には、「我らの力で地域に元気を～かがみいし
田んぼアートproject ～」や「高校生 café in オランダ祭り」
など町内の事業もテーマとなっていました。

２月 24 日㈪鏡石町立第一小学校敷地内の忠霊塔で町遺
族会（君島喜智男会長）や町関係者の約 20 人が出席し、
東日本大震災で崩落した忠霊塔の災害復旧工事竣工の報告
が行われました。
この忠霊塔は、明治以降の戦争により、武運拙く散華し
た将兵の武功を永遠に称え、鏡石町の戦死された 191 の
御霊を慰めるために建てられたものです。
なお、報告の後には出席者により、焼香が行われました。

2月 13日㈭町役場第一会議室で、平成 25年度第１回防
災会議が開催され、町や国・県などの関係者で構成された
委員により鏡石町地域防災計画の見直しなどが検討されま
した。
会議の冒頭では、会長である遠藤町長が「地域防災計画
を見直すことになり、災害に強い素晴らしい計画ができる
ことを期待します」とあいさつしました。会議では、今回
の意見を反映させた案を再度検討し、３月末までに計画を
完成させる予定です。

２月 18 日㈫東京都板橋区の大山商店街のイベント
会場で、鏡石町観光協会（遠藤栄作会長）と鏡石米づ
くり部会での合同による首都圏キャンペーンを行いま
した。
キャンペーンでは、特別栽培米コシヒカリ「牧場の
しずく」、今が旬の「いちご」、蜜たっぷりの「りん
ご（ふじ）」、「岩瀬きゅうりの漬物」などを出展し、特
産品を通じて鏡石町と周辺地域をＰＲし、首都圏の方々
と交流を図りました。

２月１日㈯沖縄県北谷町の北谷町産業総合展示会で
鏡石米作り部会（和田和久部会長）による町産米のＰ
Ｒ活動を行いました。
今回のＰＲ活動は、原発事故の風評被害の払拭を目

的とし、現地で町の特別栽培米「牧場のしずく」の試
食などを行い、町産米の魅力をＰＲしました。また、試
験販売として持参した２㎏詰めもすぐに完売しました。
なお、北谷町とはスポーツ少年団を通じた交流が盛
んで、２月 18 日㈫には北谷町議会が視察のため来町
しました。

鏡石町在住の絵本作家である菊地清さんが１月 30 日㈭
来庁し、完成したばかりの「福島復興だるま」を披露しま
した。
 このだるまは菊地さんが、福島県の一日も早い完全復興
を祈念して考案、デザインし、国見町の佐藤敏男さんに制
作していただいたそうです。
菊地さんは「このだるまを見て笑顔になってもらえれば
幸いです」と話していました。

新 校舎に新しい校旗
＝東日本大震災被災校支援品贈呈式＝

青 少年のために
＝法務大臣表彰＝

研 究の成果を発表
＝農業課題研究発表会＝

い つまでも忘れない
＝忠霊塔災害復旧工事竣工報告＝

災 害に備えて
＝鏡石町防災会議＝

ふ ・く・し・ま・ふ・っ・こ・う
＝福島復興だるま＝

鏡石町をＰＲ沖縄県 東京都



KAGAMIISHI 12KAGAMIISHI13 役場窓口日曜日開設 毎週日曜日午前８時 30分から正午まで、窓口業務（証明書発行）を開設しています。 ごみは分別を 燃えるごみは、町指定のごみ袋で水をよく切って出してください。

営業時間
　ランチ　11：30～13：30（月～金曜日営業）
　　　　　　　　　　　　※祝日・土・日は予約制
　　夜　　17：00～23：00（22：00ラストオーダー）
　定休日　第１・第３水曜日

ＴＥＬ（0248）62-2026 ㈹
ＦＡＸ（0248）62-3970

今月は、東日本大震災で
被害を受け、３月からリ
ニューアルオープンをし
た扇屋の専務として働く
小林路一さんにお話を伺
いました。

全国で毎年 3万人を超える方が自殺で亡くなっ
ています。
自殺は本人だけの問題ではなく、家族や周囲の
多くの人達に大きな影響を与えます。
自殺を考えている人は、「死にたい」「死にたく
ない」という気持ちで激しく揺れ動いています。
身近な人達がいつもと違う状態に気づく事で自殺
を防ぐことにもつながります。
●自殺のサイン
１．うつ病の症状がある
２．原因不明の身体の不調が続く
３．酒量が増す
４．安全や健康が保てない
５．仕事の負担が急に増える、大きな失敗をする、
失職
６．職場や家庭でサポートが得られない
７．本人にとって価値あるもの（職、地位、家族、
財産等）を失う
８．重症の身体の病気にかかる
９．自殺を口にする
10．自殺未遂の経験がある

（厚生労働省「職場における自殺の予防と対応」より）

●相談窓口
　★心の相談
　　・こころの健康相談ダイヤル
　　　☎0570–064–556（月～金9:00～17:00）
　　・福島いのちの電話
　　　☎024–536–4343（毎日10:00～22:00）
　　・町健康福祉課
　　　☎0248–62–2115（月～金8:30～17:15）
　　・県中保健福祉事務所
　　　☎0248–75–7811（月～金8:30～17:15）
　★労働者の健康に関する相談
　　・須賀川地域産業保健センター
　　　☎0248–73–3723
　★貸金業者に関する相談
　　・日本貸金業協会福島県支部
　　　☎0570–051–051（月～金9:00～17:30）

お名前
　小

こ

林
ばやし

　路
みち

一
かず

 さん（35）
お勤め先
　扇屋（本町）
業種
　温泉旅館・
　ダイニング居酒屋

3月は「自殺対策強化月間」です

こんにちは
保健師です

このコーナーにご協力いただける方を募集します。職場のホー
プをご紹介ください。問い合わせ先：総務課　☎ 62-2111

Ｑ：どんなお店ですか？
リニューアルしたお店はちょっとおしゃれな感じになりまし
た。今までのお客様に加え、女性や若い方など幅広い年代で満足
していただけるような店づくりとなっています。もちろん、温泉
も今まで通りありますし、肌がすべすべになりますよ。昼はラン
チ営業、夜は居酒屋として営業しており、海鮮などが特にお勧め
です。
Ｑ：この仕事を選んだきっかけは？
東日本大震災がきっかけですね。店が被害を受けて、親が店を
もうやめようかと思っていることを聞いて、東京から鏡石町に戻
りお店をやることに決めました。調理師免許を取得し、板前も経
験しました。また、総務などの仕事もやっていたのでそれらを活
かしていきたいです。
Ｑ：将来の目標はありますか？ 
まずはお客さんが来てよかったと思えるような店づくりをして
いきたいです。お酒も充実した店なので、そのお酒に合うおつま
みも充実させていきたいと思います。そして、地元に根付いた店
となり、口コミで広がって町外からも来ていただけるような店に
なればいいですね。
Ｑ：趣味などがあれば教えて下さい。
音楽が好きなので、フェスやライブに行ったりしています。今
は忙しいですが、今年も行きたいと思っています。また、お酒（特
にワイン）が好きなので、自分が飲んでおいしいと思うものをお
店で提供していきたいと思っています。
Ｑ：鏡石町について一言。
町の名産になるようなものが出て、それが全国に広がって町が
有名になり活性化すればいいと思います。Ｂ級グルメなんかもい
いですね。そのためにも扇屋が起爆剤となり、町が盛り上がって
いくように私も頑張っていきたいと思います。

70
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
の
方
へ
お
知
ら
せ

広 告

鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星

ちのホープ
鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星

ちのホープちのホープ
ま 制

度
改
正
に
よ
り
、
段
階
的
に

70
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
の

負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す
。

70
歳
〜
74
歳
の
方
の
窓
口
負
担

は
法
律
上
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
特
例
措
置
で
こ
れ
ま
で
１
割

負
担
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。　

平
成
26
年
度
か
ら
、
よ
り
公
平

な
仕
組
み
と
す
る
た
め
に
こ
の
特

例
措
置
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。（
※
平
成
26

年
度
予
算
成
立
に
よ
り
確
定
し
ま

す
。）見直

し
に
当
た
っ
て
は
、
高
齢

の
方
の
生
活
に
大
き
な
影
響
が
生

じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
平
成
26

年
４
月
２
日
以
降
70
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
方
か
ら
段
階
的
に
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
前
に
該
当
と
な
っ
た
方

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
負
担
割

合
が
１
割
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
３
月
末
に
高
齢

受
給
者
証
を
再
発
行
い
た
し
ま
す

の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら

記
載
事
項
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
高
齢
受
給
者
証
に
つ
い

て
は
、
誕
生
日
前
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

（
誕
生
日
が
１
日
の
方
は
そ
の
月

か
ら
、
そ
れ
以
外
の
方
は
翌
月
か

ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。）

新
た
に
該
当
と
な
る
方
に
は
、

適
用
日
か
ら
お
使
い
い
た
だ
け
る

よ
う
、
事
前
に
郵
送
い
た
し
ま
す

の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら

記
載
内
容
の
ご
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
70
歳
以
上
の
方
の
自
己

負
担
限
度
額
が
変
更
と
な
る
予

定
で
し
た
が
、
平
成
26
年
４
月

以
降
も
引
き
続
き
現
行
と
同
じ

自
己
負
担
限
度
額
と
な
り
ま
す
。

●

問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
町
民
課
☎
62
–
２
１
１
２

２
月
４
日
㈫
午
前
10
時
か
ら
鏡

石
一
小
敷
地
内
で
鏡
石
町
児
童
ふ

れ
あ
い
交
流
施
設
建
築
工
事
に
伴

う
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
遠
藤

町
長
を
は
じ
め
関
係
者
約
40
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

施
設
は
、
鏡
石
一
小
新
校
舎
の

東
側
の
位
置
に
建
設
さ
れ
る
予
定

で
、
木
造
二
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
は
約
４
８
６
㎡
で
、
現
児
童
館

70歳から74歳の
国民健康保険の窓口負担

現役並み所得者　３割

昭和19年４月２日以降生まれ
２割

昭和19年４月１日以前生まれ
１割

１割

※住民税課税所得が 145万円以上の被保険者が世帯にいる場合

平成26年
３月まで 平成26年４月から

の
約
２
倍
の
床
面
積
と
な
っ
て
い

ま
す
。
施
設
は
、
震
災
の
経
験
を

踏
ま
え
「
安
全
・
安
心
」
を
基
本

に
、
堅
牢
で
安
心
感
の
あ
る
木
造

２
階
建
て
と
な
り
、
９
月
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

施
設
に
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
利
用
す
る
児
童
が
日
常
生
活

す
る
交
流
室
、
宿
題
や
行
事
等
を

行
う
専
用
の
ク
ラ
ブ
室
、
未
就
学

児
と
保
護
者
が
交
流
す
る
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
な
ど
が
配
置
さ

れ
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て

も
活
用
さ
れ
ま
す
。

●

設
計
者　
福
島
県
建
築
設
計
協

同
組
合

●

請
負
者　
株
式
会
社
渡
辺
建
設

鏡
石
支
店

●

問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課　
☎
62
–
２
１
１
５

▲工事の安全を祈願し、くわ入れをする
遠藤町長

完成予想図

鏡石町
児童ふれあい
交流施設

建築工事
安全祈願祭
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information 暮らしの情報

なつかしの１ショット なつかしの１ショットで見たい年がありましたら総務課☎62–2111まで。（掲載できない場合はご了承ください） 広報掲載写真の提供 広報に掲載された写真は役場総務課でお配りできます。※郵送の場合は切手を貼った返信用封筒が必要です。

□
読
み
聞
か
せ
会

●
日
時　
３
月
15
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
〜

●
話
し
手　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア　

あ
ゆ
み
ら
い

●
内
容　
紙
芝
居
『
サ
ン
ポ
じ
い

さ
ん
の
い
し
』
ほ
か

□
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

●
日
時　
３
月
26
日
㈬

　

午
前
11
時
〜

●
内
容　
大
型
紙
芝
居
「
み
ん
な

で
ぽ
ん
！
」
の
読
み
聞
か
せ

●
対
象　
就
園
前
の
幼
児
と
そ
の

保
護
者
の
方

□
人
形
劇
鑑
賞
会

●
日
時　
３
月
22
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
〜

●
人
形
劇
団
「
赤
い
ト
マ
ト
」

※
地
域
（
田
村
市
、
南
相
馬
市
、

川
俣
町
、
広
野
町
、
楢
葉
町
、
富

岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、
双
葉

町
、
浪
江
町
、
葛
尾
村
、
飯
舘
村
）

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
平

成
23
年
３
月
11
日
以
後
に
到
来
す

る
申
告
・
納
付
等
の
期
限
を
延
長

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
１

月
31
日
付
国
税
庁
告
示
に
よ
り
、

上
記
地
域
に
係
る
延
長
措
置
は
終

了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
す

べ
て
の
国
税
の
申
告
・
納
付
等
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日

㈪
ま
で
に
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ず
は
最
寄
り
の
税
務
署
ま

で
電
話
等
に
よ
り
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

な
お
、
震
災
の
申
告
相
談
に
つ

●
上
演
内
容　
「
ワ
ニ
さ
ん
の
ば

ん
ご
は
ん
」
ほ
か

□
ス
ペ
シ
ャ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

３
月
の
テ
ー
マ
は
、『
入
園
・

入
学
』
で
す
。
新
し
い
季
節
が
も

う
そ
こ
ま
で
き
て
い
ま
す
。
図
書

館
で
は
、
入
園
や
入
学
準
備
に
欠

か
せ
な
い
子
ど
も
の
お
道
具
バ
ッ

グ
の
作
り
方
の
本
な
ど
を
展
示
し

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

図
書
館　

☎
62
–
１
２
８
８

今
回
の
原
発
事
故
に
係
る
農
林

産
物
の
損
害
賠
償
請
求
に
関
し
、

東
京
電
力
に
よ
る
説
明
・
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
Ｊ
Ａ
等
を
通
じ
て
請
求

す
る
方
は
対
象
外
で
す
。

●
日
時　
３
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

●
場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◎
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
課　

☎
62
–
２
１
１
８

　
『
音
訳
』
と
は
、
文
字
や
図
表

な
ど
の
情
報
を
音
声
に
変
え
て
伝

え
る
こ
と
で
す
。

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
目
の

不
自
由
な
方
へ
広
報
紙
な
ど
の
情

報
を
声
で
お
届
け
す
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
〝
声
〞
で

届
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

本
講
座
で
は
、
音
訳
の
基
本
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
日
時　
４
月
12
日
㈯
・
20
日
㈰

の
全
２
回　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　
町
図
書
館

●
対
象
者　
町
内
在
住
で
音
訳
に

興
味
・
関
心
の
あ
る
方
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
と
い
う
方

※「
声
の
広
報
」音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
町
の
広
報
誌
の
音
訳

活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
優

先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
参
加
費　
無
料

●
定
員　
10
人
程
度

【場所：町保健センター】
◎９～10か月児健康診査
　３月19日㈬　13：15～

【場所：北町会館（須賀川市）】
◎３～４か月児健康診査
　３月19日㈬　13：３０～

【場所：町勤労青少年ホーム】
◎ペアレントクラス
　１回目　3月 7日㈮　18：30～
　２回目　3月14日㈮　18：30～
　３回目　3月20日㈭　18：30～

問い合わせ先
健康福祉課☎62-2115

よ ろ こ び
地区 赤ちゃん お父さん お母さん

男の子

鏡石２ 面川　樹
いつ

生
き

俊 真希

女の子

久来石 橋本　結
ゆ

愛
あ

祐樹 汐里

鏡石２ 樽川　　暖
はる

正和 圭子

お い わ い
地区 花むこさん 花よめさん

笠　石 面川　翔太 （生田目）愛

鏡　田 渡辺　哲也 （榊枝）妙子

鏡　田 渡辺　　寛 （庄子）幸江

か な し み
地区 氏　名 年齢

久来石 吉　田　恒　子 63

鏡石１ 稲　田　正　夫 78

鏡石２ 橋　本　ハツヱ 96

鏡石３ 宮　川　富士子 86

鏡石３ 齋　藤　多利造 85

仁井田 佐　藤　　　綾 87

鏡　田 稲　田　茂　昭 81

鏡　田 盛　岡　忠　次 87

高久田 遠　藤　一　成 83

成　田 小　林　正　雄 73

旭　町 鈴　木　清　十 84

さかい 塩　田　恵　春 54

母と子の保健事業の
お知らせ

な
つ
か
し
の
１
シ
ョ
ッ
ト広報紙　昭和 53年３月号より

「旧役場庁舎にさようなら」

戸籍の窓
平成26年１月受付分

い
て
は
、
事
前
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
お
電
話
は
、
自
動
音
声
案
内
に

従
っ
て
「
０
」
番
（
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
）を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

須
賀
川
税
務
署
☎
75
–
２
１
９
４

●
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
な
ど

に
よ
り
父
ま
た
は
母
が
い
な
い
ひ

と
り
親
家
庭
の
児
童
に
、
生
活
の

安
定
と
自
立
を
助
け
る
た
め
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。
ま
た
、
ひ
と

り
親
以
外
で
も
父
母
に
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
場
合
に
も
支
給
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
受
給
資
格
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者　
身
体
ま
た
は
精
神

に
中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
・
養
育
し

て
い
る
方
。

た
だ
し
、
児
童
が
児
童
福
祉
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

や
、
障
が
い
を
理
由
に
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る
場
合
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま
た
は
母

が
い
な
い
家
庭
で
、
18
歳
に
な
る

年
度
末
ま
で
の
児
童
の
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
、
ま
た
は
親
に
変
わ
っ

て
養
育
さ
れ
て
い
る
児
童
の
い
る

家
庭
に
対
し
、
健
康
的
な
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
医
療
費

助
成
制
度
で
す
。

１
ヶ
月
毎
に
、
窓
口
で
支
払
っ

た
医
療
費
を
世
帯
合
算
し
て
、
千

円
を
超
え
た
場
合（
高
額
医
療
費
、

附
加
給
付
等
は
あ
ら
か
じ
め
差
し

楽
し
か
っ
た
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ち
ょ
っ

ぴ
り
寂
し
い
広
報
マ
ン
で
す
。
み

な
さ
ん
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

何
の
競
技
が
面
白
か
っ
た
で
す

か
？
私
は
特
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

ハ
ー
フ
パ
イ
プ
、
ス
ロ
ー
プ
ス
タ

イ
ル
と
カ
ー
リ
ン
グ
に
熱
中
し

て
い
ま
し
た
。
選
手
の
み
な
さ

ん
、
感
動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。

さ
て
、
現
在
の
広
報
マ
ン
は

東
日
本
大
震
災
記
録
誌
を
作
成

中
で
す
が
、
来
月
号
の
広
報
紙

と
ダ
ブ
ル
で
の
締
め
切
り
が
今

か
ら
怖
い
で
す
。
記
録
誌
を
作

成
し
て
い
る
と
当
時
を
思
い
出

し
、
あ
の
出
来
事
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
と
強
く
感
じ
た
広
報

マ
ン
で
し
た
。

広
報
マ
ン
の
つ
ぶ
や
き

火災・救急事故
（H26.1.31 現在）

火 災 1件 （0）
救 急 35 件 （42）
水 害 0件 （0）

（　）は前年同期の件数

「消すまでは  心の警報  ONのまま」
（全国統一標語）

交通事故
（H26.1.31 現在）

件 数 6件 （4）
死 者 0人 （0）
傷 者 7人 （6）

（　）は前年同期の件数

～死亡事故　０日数　49日～

人口と世帯数
（H26.2.1 現在）

12,589 人 （－16）
6,208 人 （－10）
6,381 人 （－ 6）
4,217 世帯（＋ 1）

（　）は前月との比較

この欄への掲載を希望しない方は、届
出の際にお知らせください。

月　日 目的地 歩行
㎞数 月　日 目的地 歩行

㎞数

4月13日㈰ 鏡石神社
岩瀬牧場 ４  7月 6日㈰ 笠地蔵宝泉院 ３

5月11日㈰ 熊野神社 ４  7月27日㈰ 仁井田八幡神社磨崖仏 ４

5月25日㈰ 宮城県松島 バス
利用  8月24日㈰ 鹿島神社 ６

6月 8日㈰ 踊坊の碑
鳥見山公園 ４  9月 7日㈰ ふれあいの森 ７

6月22日㈰ 鏡沼公園 ６ 10月26日㈰ 霊山子供の村 バス
利用

●
募
集
締
切　

４
月
４
日
㈮

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
62
–
６
４
２
８

今
年
で
42
年
目
を
迎
え
ま
し
た

「
歩
こ
う
会
」
は
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
、

町
役
場
前
に
当
日
午
前
６
時
に
集

合
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
費
は
バ
ス
利
用
の
時

の
み
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

図
書
館
だ
よ
り

お
は
よ
う
歩
こ
う
会
参
加
者
募
集

農
林
業
の
原
子
力
損
害
賠
償

請
求
に
係
る
説
明
・
相
談
会

「
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
」参
加
者
募
集

児
童
福
祉
関
係
手
続
の
お
知
ら
せ

引
き
ま
す
）、
申
請
に
よ
り
超
え

た
額
を
助
成
し
ま
す
。

※
各
制
度
に
は
一
定
の
支
給
制
限

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
福
祉
課　

☎
62
–
２
１
１
５

ふ
る
さ
と
納
税

　
●
東
北
ニ
プ
ロ
製
薬
株
式
会
社

　
●
滝
田
三
良

※
敬
称
略
。
２
月
号
広
報
発
行
後

よ
り
３
月
号
広
報
発
行
時
現
在
の

ご
芳
名
に
な
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
心
か
ら

の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

被
災
時
の
納
税
地
が
次
の
地
域
内
に

あ
っ
た
方
の
税
務
手
続
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ
先　

影
山
富
祥　

☎
62
–
３
３
７
４
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▲お宝マップ完成を喜ぶ（右から）菊地副実
行委員長、大泉実行委員長、遠藤町長、助川
副町長

「かがみいし
　お宝マップ」

完成！

鏡
石
町
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

実
行
委
員
会
（
大
泉
清
実
行
委
員

長
）
が
作
製
を
進
め
て
い
た
「
か

が
み
い
し
お
宝
マ
ッ
プ
」
が
完
成

し
ま
し
た
。
同
委
員
会
は
、「
新

し
く
作
る
」
の
で
は
な
く
、「
あ

る
も
の
を
活
か
す
」
こ
と
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、「
駅
で
降
り
て
み
た

い
」、「
通
り
を
歩
い
て
み
た
い
」

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
平
成
22

年
10
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
震
災

の
影
響
で
一
旦
は
活
動
を
休
止
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
度
か

ら
活
動
を
再
開
し
、
今
回
の
マ
ッ

プ
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

マ
ッ
プ
作
製
に
あ
た
っ
て
は
、

委
員
13
人
の
「
お
宝
発
見
隊
」
が

町
内
を
歩
き
、
町
の
魅
力
を
再
発

掘
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
鏡
石
駅
、

鳥
見
山
公
園
、
岩
瀬
牧
場
周
辺
の

も
の
に
絞
り
込
み
、
春
・
夏
・
秋

の
ま
ち
歩
き
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
設

定
し
、「
桜
」
や
町
の
花
の
「
あ

や
め
」、「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」、「
イ

チ
ョ
ウ
並
木
」
な
ど
魅
力
満
載
の

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
宝

マ
ッ
プ
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
時
の

配
布
や
町
内
公
共
施
設
や
鏡
石
駅

な
ど
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

町
観
光
協
会
（
町
産
業
課
内
）

☎
62

－

２
１
１
８


